
津之郷町加屋

水越

厳島神社

西荒神社

赤坂東ポンプ所

毘沙門天

六地蔵

済美中学校

広島県東部

花き地方卸売市場

赤坂東配水池

津之郷町加屋

鈴谷

鈴谷加圧ポンプ所

西部清掃工場

鈴谷神社

辻堂

水越郵便局

鈴池ゴルフセンター

津之郷町加屋

福山合成

三谷建設

津之郷町加屋

神道大教法

柚木ポンプ所

柚木調整池

中国公害処理センター

児童館

福山市自然研修センター

ふくやまふれ愛ランド

屋内運動場

済美中学校
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大日堂

社会福祉法人啓喜会

神村ふれあいプラザ

福山市神村交流館コミュニティセンター

赤坂町早戸

道上

早戸上組

生田神社

西明寺

早戸上組倶楽部

道上加圧ポンプ所

道上調整池

二区

加屋平

社会医療法人定和会

若宮神社

赤坂調整池延谷ポンプ所

赤坂町赤坂

小原

一区

中組

第一区倶楽部

赤坂小学校

中組倶楽部

辻堂

浄泉坊

八幡神社

赤坂ポンプ所

赤坂町赤坂

安井

上組

早戸

一番組

竹之下

第二トーヨドタウン

久久能智神社

東和苑赤心館

竹之下倶楽部

久久能智神社

艮神社

早戸ポンプ所

一番組倶楽部

赤坂東和苑汚水処理場

福山中学校

福山高等学校

コバヤシデンソー

江木

下組

山北倶楽部

光満寺

辻堂

神原病院

広島県労働基準協会

古宮大明神

広島県東部

花き地方卸売市場

瀬戸町山北

水越郵便局

熊野神社

福山中学校

赤坂小学校
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学校名
位置図
番号

通学路
点検年度

危険内容 通学路対策予定内容/できない理由
対策状況

ステータス
備考

赤坂 1 2024

通学路表示としてのグリーンラインの
表示がない。また、一部降雨により道
路上に水溜りができる状況であるため
危険である。

【市】
路面舗装後、路側帯カラー化（グ
リーンベルト）
【学校・地域】対応完了
児童生徒への交通安全教育
地域・保護者への啓発

一部対応完了

赤坂 2 2022
児童が河川に転落し、怪我をする恐れ
がある。

【市】
転落防止柵の設置

全て対応完了 2022年度(令和4年度)からの継続[点検箇所番号5]

赤坂 3 2024
⻑い水路があり道幅が狭くなってい
る。車が通る際に児童の近くを通り危
険。

【県】
転落防止柵の設置
路肩の拡幅

全て対応完了

赤坂 4 2024

日中、車の交通量が多くスピードを出
して走行している車が多い。児童が道
路を横断するのに困難な時も多くあ
る。

【市】対応完了
路面標示の修復
外側線の修復
【学校・地域】対応完了
児童生徒への交通安全教育

全て対応完了

赤坂 5 2024

児童が道路に出て車と接触したことが
ある。特に朝夕の時間帯にバイパスに
あがっていく車が多く通るため交通量
が多い。

【市】
防護柵の設置
【学校・地域】対応完了
児童生徒への交通安全教育
地域・保護者への啓発

一部対応完了



学校名
位置図
番号

通学路
点検年度

危険内容 通学路対策予定内容/できない理由
対策状況

ステータス
備考

赤坂 6 2024
転落防止柵が設置されていないため転
落の危険がある。

【市】対応完了
転落防止柵の設置
【学校・地域】対応完了
児童生徒への交通安全教育
地域・保護者への啓発

全て対応完了

赤坂 7 2024

降雨時には、道路端を雨が流れる状況
である。特に雨が多い時は、かなりの
流量があり、通学路として危険性があ
る。また、福山中・高等学校の敷地の
り面からの土砂が道路際に堆積してい
る部分もあり水流幅が広がっているた
め、児童は水流を避けると通行車両と
の接触危険もあり余計に危険である。

【学校・地域】対応完了
児童生徒への交通安全教育
地域・保護者への啓発
【教育委員会】対応完了
排水対策（学校敷地部分の法面に
張りコンクリートを施工）

全て対応完了

赤坂 8 2024

山陽本線北側全地域の児童が一⻫に集
う場所にあたり、且つ通勤車両も多
く、河手川に児童が転落の恐れあり。
過去に転落事故あり。見守りボラン
ティアの方に立ってもらっているが、
特に雨天時は、横断することも困難に
なる状況である。

【市】
路面拡幅

対応中

赤坂 9 2022

下校中に、低学年児童らが河川敷の斜
面に入り、そのまま滑り落ちた。
学校では、児童らに川に近づかないよ
う指導しているが、危険と思われる区
間だけでも、柵を設置する等の措置を
行ったほうが良い、と進言を受けてい
る。

【市】
外側線の修復

対策内容決定 2022年度(令和4年度)からの継続[点検箇所番号2]


